
contentsスマホでコードスキャン
またはタッチパネルを
操作すると、
連携登録医療機関を
検索できます。

病院1階、医療連携カウンター前に、
病院の様々な情報を表示するデジタルサイネージを設置しました！

患者中心の
医 療

安心安全な
高度の医療

地域への
貢 献

医療人の
育 成

医学研究の
推進

患者そして家族と
共にあゆむ医療

教授就任のご挨拶 内科（消化器）　教授　今津  博雄

准教授就任のご挨拶 眼科　准教授　澤村  裕正

病院准教授就任のご挨拶 循環器内科　病院准教授　筒井  健太

教授就任のご挨拶 泌尿器科　教授　重村  克巳

2024.7
No.62
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帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
内
科（
消
化
器
）　
教
授
　
今
津 

博
雄

教
授
就
任
の
ご
挨
拶

1991年 国立大学法人　旭川医科大学卒業
1991年 奈良県立医科大学　消化器・内分泌・代謝内科
1993年 奈良県総合医療センター消化器内科
2001年 奈良県立医科大学　消化器・内分泌・代謝内科　助教
2003年 Department of Interdisciplinary Endoscopy, 
 University Hospital Hamburg-Eppendorf, Germany、Advanced Fellow 
2004年 東京慈恵会医科大学　内視鏡科　助教
2008年 東京慈恵会医科大学　内視鏡科　講師
2013年 東京慈恵会医科大学　内視鏡科　准教授
2016年 東京慈恵会医科大学　内視鏡科　教授
2017年 日本大学医学部附属板橋病院　消化器肝臓内科診療教授
2019年 日本大学医学部附属板橋病院　内視鏡センター長
2022年 日本大学病院　消化器内科　科長、内視鏡室長
2024年 帝京大学医学部附属病院 内科（消化器）　教授

Gastroenterology
　

こ
の
度
、
2
0
2
4
年
４
月
１
日
付

で
帝
京
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座
に
赴

任
し
た
今
津
博
雄
と
申
し
ま
す
。
私
は

1
9
9
1
年
に
旭
川
医
科
大
学
を
卒
業

後
、
２
０
０
３
年
ま
で
奈
良
県
立
医
科

大
学
消
化
器
・
内
分
泌
・
代
謝
内
科
に

所
属
し
、
消
化
器
内
科
医
と
し
て
研
鑽

を
積
み
ま
し
た
。

　

こ
の
奈
良
時
代
に
国
内
外
の
様
々
な

医
師
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
当
時
、
世

界
一
と
思
わ
れ
た
日
本
の
内
視
鏡
も
胆

膵
領
域
で
は
欧
米
に
遅
れ
を
と
っ
て
い

る
こ
と
を
痛
感
し
、
２
０
０
３
年
か

ら
、Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の

日
本
で
は
保
険
収
載
さ
え
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
治
療
的
Ｅ
Ｕ
Ｓ（
超
音
波

内
視
鏡
）
を
修
得
す
る
た
め
ド
イ
ツ

H
a
m
b
u
r
g
大
学
内
視
鏡
科
に
留

学
し
ま
し
た
。
1
年
間
の
実
地
診
療
に

よ
り
目
的
と
し
た
胆
膵
内
視
鏡
を
修
得

し
２
０
０
４
年
に
帰
国
し
、
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
内
視
鏡
科
、
日
本
大
学
医

学
部
附
属
板
橋
病
院
消
化
器
肝
臓
内
科
、

日
本
大
学
病
院
消
化
器
内
科
を
経
て
、

２
０
２
４
年
４
月
１
日
よ
り
当
院
に
赴

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

胆
膵
疾
患
の
診
断
・
治
療
に
は
内
視

鏡
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
疾
患
も
炎
症
性
か

ら
腫
瘍
性
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
か
ら
日
本
大
学
に
在

任
中
は
、
年
間
１
０
０
０
件
以
上
の
胆

膵
内
視
鏡
診
療
を
行
う
と
と
も
に
、
安

全
に
胆
膵
内
視
鏡
を
行
う
た
め
の
内
視

鏡
ス
コ
ー
プ
や
デ
バ
イ
ス
の
開
発
を
産

学
連
携
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
関
連
治
療
手

技
で
は
内
視
鏡
的
胆
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
術
、

内
視
鏡
的
乳
頭
括
約
筋
切
開
術
（
Ｅ
Ｓ

Ｔ
）・
バ
ル
ー
ン
拡
張
術
（
Ｅ
Ｐ
Ｂ
Ｄ
）・

除
石
術
、
経
口
胆
道
鏡
、
術
後
再
建
腸

管
に
お
け
る
小
腸
鏡
を
用
い
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ

Ｐ
な
ど
、Ｅ
Ｕ
Ｓ
関
連
の
治
療
手
技
で
は

超
音
波
内
視
鏡
下
穿
刺
術
（
Ｅ
Ｕ
Ｓ
–

Ｆ
Ｎ
Ａ
）
に
よ
る
胆
膵
疾
患
の
組
織
診
、

急
性
膵
炎
後
壊
死
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
Ｓ
下

ド
レ
ナ
ー
ジ
術
と
ネ
ク
ロ
ゼ
ク
ト
ミ
ー
、

閉
塞
性
黄
疸
に
対
す
る
E
U
S
下
胆
道

ド
レ
ナ
ー
ジ
術
な
ど
の
高
難
度
新
規
技

術
を
含
む
胆
膵
内
視
鏡
診
療
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｅ
Ｕ
Ｓ
は
予
後
が
期
待
で
き
る

小
膵
が
ん
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

唯
一
の
検
査
法
で
す
。
膵
が
ん
の
危
険

因
子
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
Ｅ
Ｕ
Ｓ
を
行

い
、
早
期
に
膵
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と

帝京大学医学部附属病院　内科（消化器）　教授　　
今津 博雄　（いまづ ひろお）

趣味はソフトテニス（東京都昭島市
モリパークテニスガーデンにて）

内視鏡的胆道ドレナージ術
（術者：今津博雄）

内科（消化器）の
ウェブサイトは
こちら▶

【所属・資格】
●日本内科学会認定医
●日本消化器内視鏡学会
　専門医・指導医
●日本膵臓学会認定指導医
●日本胆道学会認定指導医
●日本門脈圧亢進症学会
　技術認定医・技術認定委員

に
も
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
経
験

を
生
か
し
て
、
安
全
で
質
の
高
い
医
療
、

特
に
胆
膵
内
視
鏡
を
用
い
た
医
療
を
患

者
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
後
と

も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
眼
科
　
准
教
授
　
澤
村
裕
正

准
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

Ophthalmology
　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
２
０
２
４
年

４
月
よ
り
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

眼
科
准
教
授
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し

た
、
澤
村
裕
正
と
申
し
ま
す
。
私
は
眼

科
の
中
で
も
、
神
経
眼
科
及
び
斜
視
弱

視
と
呼
ば
れ
る
領
域
を
専
門
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

伝
統
的
に
帝
京
大
学
医
学
部
の
眼
科

は
斜
視
弱
視
の
分
野
で
非
常
に
有
名
な

た
め
、
斜
視
弱
視
と
い
う
名
前
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
神
経
眼
科
と
い
う
名
前
は
聞
き

慣
れ
な
い
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

眼
は
脳
の
組
織
が
飛
び
出
し
た
も
の
、

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
脳

と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
眼
か

ら
入
っ
た
光
信
号
は
、
視
神
経
を
経
由

し
て
脳
に
入
力
さ
れ
、
情
報
処
理
さ
れ

る
こ
と
で
、
初
め
て
視
覚
情
報
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
得
ら
れ
た
視
覚
情
報
か

ら
適
切
に
眼
球
を
動
か
す
こ
と
で
、
視

覚
対
象
物
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
眼
と
脳
と
を
結
ぶ
神
経
に
障

害
が
生
じ
る
と
、
眼
球
運
動
障
害
や
視

機
能
低
下
を
生
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

症
状
を
呈
す
る
疾
患
を
対
象
に
す
る
の

が
、
神
経
眼
科
と
呼
ば
れ
る
領
域
に
な

り
ま
す
。
病
気
の
原
因
が
多
岐
に
渡
る

こ
と
、
対
象
と
な
る
病
変
部
位
の
領
域

が
広
い
こ
と
か
ら
、
何
よ
り
も
患
者
さ

ん
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
で
初
め
て
疾

患
の
推
定
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
神
経
眼
科
外
来
で
は
、
問
診
を
非

常
に
大
事
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
希
少
か
つ
難
治
性
疾
患
も
多
い

た
め
、
両
眼
と
も
に
生
活
に
支
障
を
き
た

し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
視
機
能
低
下
を
生
じ

る
場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

場
合
で
も
、
文
献
に
あ
た
り
、
現
時
点
で

解
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
し
っ
か
り
調
べ

た
上
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
不
安
を

少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
、
分
か
り
や

す
い
説
明
と
丁
寧
な
診
療
を
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
当
院
の
理
念
で

あ
る
、「
患
者
そ
し
て
家
族
と
共
に
あ
ゆ

む
医
療
」
と
も
合
致
す
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

神
経
眼
科
領
域
は
そ
の
特
性
上
、
複

数
の
診
療
科
に
ま
た
が
る
疾
患
背
景
を

持
つ
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
専
門
各

科
を
擁
す
る
大
学
病
院
の
強
み
を
生
か

し
、
他
科
の
先
生
方
の
ご
指
導
も
頂
戴

し
な
が
ら
診
療
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

眼科の
ウェブサイトは
こちら▶

1998年 東北大学医学部卒業
2002年 東北大学大学院医学系研究科博士課程修了
2002年 ベルギー　ルーヴァンカトリック大学神経生理学留学
2005年 東京大学医学部眼科
2016年 イタリア　パルマ大学神経科学教室

（東京大学医学部眼科助教と兼任）
2017年 東京大学医学部眼科講師
2024年 帝京大学医学部眼科准教授

帝京大学医学部附属病院　眼科　准教授　
澤村 裕正　（さわむら ひろまさ）

【所属・資格】
●日本眼科学会
●日本神経眼科学会
●日本弱視斜視学会
●日本緑内障学会
●日本眼科学会認定 眼科専門医
●日本神経眼科学会認定上級相談医
●厚生労働省認定臨床研修指導医

視覚の入力経路と出力経路
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帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
循
環
器
内
科
　
病
院
准
教
授
　
筒
井 

健
太

病
院
准
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

Cardiology
　

２
０
２
４
年
３
月
よ
り
、
帝
京
大
学

医
学
部
附
属
病
院
の
循
環
器
内
科
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
母
校

に
戻
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
懐
か
し
さ

と
共
に
新
た
な
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
の
専
門
は
不
整
脈
で
す
。
不
整
脈

の
中
で
も
特
に
心
房
細
動
の
診
療
は
、

「
難
解
で
特
殊
な
医
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、心
房
細
動
は「
み

ん
な
で
治
す
」
疾
患
で
す
。
我
々
専
門

医
と
患
者
さ
ん
の
主
治
医
で
あ
る
先
生

方
と
の
連
携
が
、
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

　

心
房
細
動
は
高
齢
化
に
伴
い
急
増
し

て
い
ま
す
。
80
歳
ま
で
に
10
人
に
１
人
、

90
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発
症
す
る

と
さ
れ
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
心
房
細

動
と
診
断
・
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
心
房
細
動
を

患
っ
た
親
戚
が
い
る
た
め
、
こ
の
疾
患

の
影
響
力
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

心
房
細
動
治
療
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、

以
下
の
三
つ
の
要
素
が
重
要
で
す
。

●
適
切
な
脳
梗
塞
予
防
（
抗
凝
固
療
法
）

…
…
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
抗
凝

固
療
法
の
処
方
を
お
願
い
し
ま
す
。
判

断
に
迷
う
場
合
は
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

特
に
出
血
を
合
併
す
る
患
者
さ
ん
に
は
、

「
左
心
耳
閉
鎖
術
」
を
行
う
こ
と
で
、
抗

凝
固
薬
を
減
量
・
中
止
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

●
症
状
緩
和
（
薬
物
療
法
と
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
…
…
薬
物
療
法

の
限
界
を
補
う
た
め
、
低
侵
襲
・
短
時

間
の
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
術
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
症
候
性
心
房
細
動

で
持
続
期
間
が
２
年
未
満
の
患
者
さ
ん

に
は
、
特
に
効
果
的
で
す
。
手
術
適
応

の
判
断
に
迷
う
場
合
も
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
心
血
管
リ
ス
ク
因
子
管
理
…
…
飲
酒

や
喫
煙
の
抑
制
、
適
度
な
運
動
、
体
形

の
改
善
、
血
圧
や
脂
質
の
管
理
、
良
質

な
睡
眠
と
い
っ
た
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
非
常
に
重
要
で
す
。
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
後
の
管
理
も
含
め
、
地
域
の
主
治
医

の
先
生
方
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

心
房
細
動
以
外
に
も
、
発
作
性
上
室

頻
拍
、
心
室
期
外
収
縮
、
徐
脈
性
不
整

脈
な
ど
も
治
療
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ま
め
な
情
報
共
有
を
行
い
、
早
期
に

逆
紹
介
し
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
先
生
方
か
ら
、「
自
分
の
患
者

帝京大学医学部附属病院　循環器内科　病院准教授　　
筒井 健太　（つつい けんた）

循環器内科の
ウェブサイトは
こちら▶

さ
ん
の
不
整
脈
治
療
は
帝
京
大
学
に
お

任
せ
し
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2005年 帝京大学医学部卒業。研修修了後、
 帝京大学医学部附属溝口病院第四内科で
 循環器診療を広く経験した
2014年～2019年
 アメリカNIHで心臓電気生理学の基礎研究を経験
2019年 埼玉医科大学国際医療センターで不整脈専門医として
 診療レベルを向上
2024年3月より現職

アブレーション手術（術者：筒井健太）最新の3Dマッピングシステムを駆使して治療

【所属・資格】
日本内科学会総合内科専門医
日本循環器学会専門医
日本不整脈心電学会専門医
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【所属・資格】
●日本泌尿器科学会専門医・指導医
●インフェクションコントロールドクター（ICD)
●泌尿器腹腔鏡技術認定医
●日本内視鏡外科学会技術認定医
●日本化学療法学会抗菌化学療法認定医・指導医
●日本がん治療認定医機構がん治療認定医
●日本性感染症学会認定医・代議員
●日本化学療法学会理事
●日本感染症学会評議員
●UTI共同研究会理事
●泌尿器科daVinci手術認定
●泌尿器ロボット支援手術プロクター認定
●日本泌尿器科学会代議員
●hinotori cockpit surgeon認定

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
泌
尿
器
科
　
教
授
　
重
村 

克
巳

教
授
就
任
の
ご
挨
拶

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
神
戸

大
学
よ
り
、
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病

院
泌
尿
器
科
教
授
に
赴
任
い
た
し
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

出
身
は
大
阪
府
で
、
１
９
９
９
年
に

高
知
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
そ
の
後
神

戸
大
学
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
１
年

目
は
脳
神
経
外
科
、
２
年
目
よ
り
泌
尿

器
科
に
転
科
し
、大
学
病
院
、一
般
病
院
、

留
学
な
ど
を
経
て
２
０
１
２
年
よ
り
神

戸
大
学
の
教
員
と
な
り
、
12
年
間
勤
め

て
、
こ
の
度
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病

院
泌
尿
器
科
に
ま
い
り
ま
し
た
。
異
動

の
き
っ
か
け
は
、
当
科
の
中
川
主
任
教

授
と
、
も
と
も
と
尿
路
感
染
症
の
研
究

グ
ル
ー
プ
で
ご
一
緒
し
た
こ
と
で
あ
り
、

ご
縁
が
あ
っ
た
と
大
変
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

専
門
領
域
は
尿
路
性
器
感
染
症
、
泌

尿
器
が
ん
、
排
尿
障
害
、
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
、
医
療
機
器
開
発
で
す
。
尿
路

性
器
感
染
症
に
関
し
て
は
、
臨
床
研
究

の
み
な
ら
ず
薬
剤
耐
性
菌
に
関
す
る
基

礎
研
究
を
長
年
行
い
、
学
位
論
文
は
キ

ノ
ロ
ン
耐
性
淋
菌
の
遺
伝
子
診
断
で
す
。

現
在
は
日
本
化
学
療
法
学
会
理
事
と
し

て
、
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
泌
尿
器
が
ん
に
関

し
て
は
、
主
に
臨
床
面
で
泌
尿
器
が
ん

に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
、
神

戸
大
学
時
代
か
ら
10
年
以
上
に
わ
た
り

数
多
く
の
患
者
さ
ん
の
治
療
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
当
院
で
発

展
さ
せ
て
い
く
の
み
な
ら
ず
、
後
進
の

育
成
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
研
究
面
で
は
、
現
在
台
湾
の
大

学
と
去
勢
抵
抗
性
前
立
腺
が
ん
の
抗
体

治
療
の
開
発
研
究
を
共
同
で
進
め
て
い

ま
す
。
排
尿
障
害
で
は
、
前
立
腺
肥
大

症
の
レ
ー
ザ
ー
手
術
を
多
く
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
医
療
機
器
開
発
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
輸
入
超
過
と
い
う
課

題
が
あ
り
、
さ
ら
に
我
々
ユ
ー
ザ
ー
の

声
が
届
き
に
く
い
こ
と
を
克
服
す
る
た

め
、
国
内
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
の
機
器
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

遠
く
な
い
未
来
に
、
い
つ
か
患
者
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
開
発
に
つ
な

げ
て
い
く
べ
く
、
今
後
も
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

趣
味
は
野
球
で
、
小
学
３
年
生
か
ら

大
学
６
年
ま
で
の
16
年
間
続
け
て
い
ま

し
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
主
に
シ
ョ
ー
ト

か
セ
カ
ン
ド
で
、
大
学
の
後
半
は
ピ
ッ

チ
ャ
ー
も
い
た
し
ま
し
た
。
高
校
２
年

生
の
夏
に
、
甲
子
園
で
優
勝
し
た
帝
京

帝京大学医学部附属病院　泌尿器科　教授　　
重村 克巳　（しげむら かつみ）

泌尿器科の
ウェブサイトは
こちら▶

高
校
の
校
歌
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
歌
詞
に
も
出
て
く
る
石
神
井

川
が
、
今
、
目
の
前
に
流
れ
て
い
る
の

に
は
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

も
っ
ぱ
ら
マ
ラ
ソ
ン
に
興
じ
て
お
り
、

フ
ル
で
サ
ブ
３
・
５
ま
で
は
来
ま
し
た

が
、
現
在
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
（
ど
ん

ど
ん
太
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
…
…
）。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
ま
し

た
コ
ラ
ボ
力
、
異
分
野
融
合
、
自
他
共

栄
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
帝
京
大
学
医

学
部
の
発
展
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今

後
と
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

1999年　神戸大学医学部附属病院脳神経外科研修医
1999年　六甲アイランド病院脳神経外科研修医
2000年　神戸大学医学部附属病院泌尿器科研修医
2000年　西脇市立西脇病院泌尿器科　医員
2002年　神戸大学医学部附属病院泌尿器科　医員
2004年　米国 University of Arkansas for Medical Sciences留学
2004年　米国 Emory University School of Medicine留学
2007年　神戸大学医学部附属病院泌尿器科　医員
2007年　明石市立市民病院泌尿器科　副医長
2010年　神鋼病院泌尿器科　医長
2012年　神戸大学大学院医学研究科腎泌尿器科学分野　特定助教
2013年　同上　助教
2015年　同上　病院講師
2016年　同上保健学研究科・医学部泌尿器科　准教授
2023年　同上医学研究科医療創成工学　教授
2024年　帝京大学医学部附属病院泌尿器科　教授

2015年大阪マラソンにて



（紹介状のない方は選定療養費として7,700円ご負担いただきます。）

紹介状をお持ちの
患者さん

上の地図は略図のため、実際の地形とは異なりますのでご注意ください。

※所要時間は日中平常時、最短時間の目安となっておりますので、
　時間帯や道路状況により異なります。

タクシーをご利用の場合　　 バスをご利用の場合　　 徒歩の場合

帝京大学医師会からのお知らせ

帝京大学医師会では、日本医師会認定産業医のための産業医研修会を毎年開
催しております。帝京大学医学部附属病院で研修を受けながら、認定に必要
な50単位を1年間で全て取得することが容易となりますので、是非ご参加くだ
さい。開催日程等の詳細は帝京大学医師会ホームページをご覧ください。

帝京大学医師会ホームページ
URL　http://www.med.teikyo-u.ac.jp/ishikai/workshop/

【 産業医研修会について 】 ▼詳細はこちら

①予約電話（03-3964-1498）
　までお電話ください。
　電話予約の際に
　ご確認させていただく項目
　（お名前、生年月日、性別、
　 住所、電話番号など）
②予約完了
③当日は15分前までに
　初診受付までお越しください。

◎初診受付　【診療受付時間】　
　平　日 8:30～11:30
　　　 /13:00～14:30　
　土曜日 8:30～11:30
　直接初診受付へお越しください。
※当日の診察状況によっては
　受診できない場合もございます。

紹介状をお持ちでない
患者さん

JR京浜東北線・東京メトロ南北線 王子駅
　 北口⑥番のりばより帝京大学病院経由、板橋駅行き 王22 
　 　（約12分）「帝京大学病院」バス停 下車
　 北口⑦番のりばより赤羽駅西口行き 赤50H （約15分）
　 　「帝京大学病院正面」バス停 下車 ※
　 北口より約9分

東武東上線 上板橋駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約13分）
　 　「姥ケ橋」バス停 下車徒歩約5分

東武東上線 ときわ台駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約9分）
　 　「姥ケ橋」バス停 下車徒歩約5分
　 北口より約12分

5

7

8

JR埼京線 十条駅
　 北口より徒歩約10分
　 ②番のりばより赤羽駅西口行き 赤50H （約7分）
　 　「帝京大学病院正面」バス停 下車 ※
　 北口タクシーのりばより約5分

都営三田線 板橋本町駅
　 A1出口より徒歩約13分
　 A1出口より約6分

JR埼京線 板橋駅
　 西口①番のりばより帝京大学病院経由、王子駅行き 王22 
　 　（約10分）「帝京大学病院」バス停 下車
　 西口より約9分

JR各線 赤羽駅
　 東口⑤番のりばより高円寺駅北口行き 赤31 （約11分）
　 　「姥ケ橋」バス停 下車徒歩約5分
　 西口⑥番のりばより王子駅行き 赤50H （約15分）
　 　「帝京大学病院正面」バス停 下車 ※
　 西口より約12分

4

3

2

1

A1出口

板
橋
本
町
駅

3号館

帝京高等
看護学院

地下駐車場入口

バス停「上十条四丁目」

バス停
「十条駅」

バス停「姥ヶ橋」

国
道
17
号
線（
中
山
道
）

首
都
高
速
5
号
線

救急外来
入口

病院
大学棟
本館

本部

1号館
2号館

石神井川
駐輪場入口

バイク置場

4号館

5号館

加賀中学校

加賀小学校

王子第五小学校

王子▶

◀西が丘

◀高円
寺

帝京中学校
・高等学校

十
条
駅

上板
橋
駅

ときわ
台
駅

赤
羽
駅

王
子
駅

セブンイレブン
稲荷台

帝京大学病院入口

ファミリーマート環状7
号線

池袋駅 板橋駅

JR
埼
京
線

東武東上線

セブンイレブン

タクシー乗り場
正面入口 西入口

東入口

都
営
三
田
線

2

3

4

5

6

7

1

バス停「帝京大学病院」

バス停
「帝京大学病院正面」

※ 「帝京大学病院正面」バス停は 赤50H のみ経由します。
時間帯によっては 赤50 の運行となりますのでご注意く
ださい。
赤50 に乗車した場合は、「上十条四丁目」バス停下車徒歩
約5分となります。

帝京大学病院
正面玄関
王子駅行
時刻表

帝京大学病院
正面玄関

赤羽駅西口行
時刻表

赤羽駅西口発
時刻表

王子駅発
時刻表

帝京大学病院正面経由 国際興業バス発車予定時刻表




